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本論は現在の琉球諸方言の母音体系がどのような変化を経て生成されたかを， 諸方言の

実態的資料l乙基いて考証しようとするものである。 とくに， 乙 ζ では 琉球方言の 母音変化

の問題 で最も顕著な特徴 であるいわゆる 3母音化(注1) の問題について， その変化のあと

を考証す る 乙とにE点を おく。 すなわち ， ζの変化が半広母音の1j�母音化とい う体系上の

推移によるものであり， しかも o→ uの推移が先lζ起乙り， 乙れと体系的均衡を保ちつつ，

やや おくれてe→ i の推移が 進 行していった 乙と， つ まり後E母音から前古母音へのJI仰に

変化が行なわれたことを 明らかにしたい。 そして， 乙の母音変化の湖流のうちに， 琉球諸

方言の それぞれの母音体系の生成の要因をみようとするものである。

さて， 琉球方言の母音lと関する現在の有力な説として， まず伊主主普猷氏の5母音説をあ

げる乙とが できる。 とれはチェンパレン氏の古代 3母音説を批判しつつ， 琉球方言はかつ

ては， 融合変化になるe・o は別にして， 5母音の区別のある方言 であり， 現在の3母音

を悲調とする首里方言などのすがたは新しく変化したすがた であるととを， 諸方言例をあ

げて論証したものである。(注2)

次lζ， 服部四郎博士は奈良朝の甲・乙類lζ対応するような音韻上の区別が琉球方言lとあ

る 乙とを論ぜられ， 琉球方言の母音の問題にさらに豆 要な側面を加えられた。(注3) 乙れに

ついては， どの程度 ま でrp・乙矧別と関係のある音鼠構造が認められるか， 諸 方言を検討

して比較研究を深める必 要があり，今後lζ残された問題は大 きい。

以上の説は母音IC 関して豆 要な問題を提起していて， その生成の問題についても， その

研究方向を示してくれるものである。 乙こ では先学の成よ�をふ まえ， 現在， 共時態として

の奄美・;Ijl純・宮古 ・八重山 ・与到lì閃諸方言の母音休系がどのような道筋を経て生成され

たかを 明らかにしたい。

筆者は昭和 32年から 琉球大学仲宗板政普教授のど指導のも と でj中綿方言と先島方 言を

主とする調査研究をはじめ， 昭和 37年からは 以前 す でに琉球方言の研究をすすめておら



れた平山輝男博士の言語調査に加わって ど指導をうけ， 最 南端の与那国白から最北端の奄

美大島1r:至る 琉球諸島の諸方言を臨地調査する機会lζJð まれた。 その結果は『すし球与那国

方言の研究� w 琉球方言の総合的研究� w 琉球先烏方言の総合的研究� (平山博士・大島氏

共著)に含 まれている。 本論 では とれらの資料をふ まえて， 総体的見地から その後の考察

を加えて論述したい。

2. 方法論的 立場

まず音韻変化を考察する方法論的立場を 明らかにする。 音昔日は普通いわれる ように体系

であるから， その変化は音韻相互間にある体系的均衡をになっている 要素 そのものの変化

であるとみる ζとが できる。 したがって， ある 要素の変化は孤立的 ではなく， 必然的に 他

の要素へ影響を及ぼす。 その影�は他の要素を変化させる場合もあるが， 必ずしもすべて

が そ う ではない。 体系的均衡を加すほどの変化 でなければ ， 他の要系の変化をもたらさな

い であろう。

乙の観点は， 音鎖的 諸 要素の変化 は個々別々の変化として峻別すべ きでなく， 言語内音E

Ir:宿る同ーの体系的つながりのある変化として捉える必 要を示している。 すなわち， 言語

の音的側面の総体を 一つの変化体とみて， 具体的には次の観点から考察す る 乙 と に な ろ

う。(注4)

①ある母音が変化する ととによって， 音韻体系にどのような 変化が起 とったか。 乙れに

は母音 要素に及ぼす影響と， 子音 要素Ir:及ぼす影響の二面がある。

②ある子音が変化する ととによって， 音韻体系[ζどのような変化が起 とったか。 とれに

も子音 要素Iζ及ぼす影響と， 母音 要素に及ぼす影響の二面がある。

ζのような観点から， 乙 ζ では自ら母音を変化の中心に据えて， 子音など 他の音韻との

関係をみ ることにする。すなわち，母音体系の変化 は その言語にとって霊大な変貌を きたす

要因 であって，子音など多くの音韻を変化させる 要因とな るものと考えられる。 そ 乙 で母 音

変化が 他の子音などとの連鎖関係、 で変化して きた ととに着 目し， 方法論的問題としては，逆

Ir:子音などの音韻変化の実態を観察し， ζれに母音変化の影響がど う及んで、い るかを洞察

する ととによって， 母音の生成過程を解明するてがかりを得ょうとするものである。(注5)

以上の観点は言語を体系として捉える場合には当然のものであるが， ζ 乙 での琉球諸方

言の母音変化の足跡をみる場合も， ζの観点が11<底をなしている。

3. 母音体系の生成過程

琉球方言がどのような 変化を経て現在のすがたになったか， 総体的iζ明らかになってい

ないが， ネ且語から分岐してど う変化したかについて大 きな示唆を 与えるものに次のものが

ある。

まず 服部四郎博士は言語年代学的研究によって「京都方言と首里方言 と は， 今か ら約

1450年ないし1700余年前lζ分離したJとの結果を出された ( 1言語年代学」即ち「語集統

計学」の方法について 日本祖語の 年代一一一〔言語研究) 26・27号p . 70) 

また， 服部博士は祖語についても， 1現在のと と ろ， 確かな ととはわからないけれども，
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日本祖語は， 奈良朝よりも少なくとも数百年前lζ置かなければならないJ (í 日 本 語 の 琉 球

方 言 に つ い て J (文学) 36-1， p .10)と述べておられる。

そして母 音体系については， 奈良朝日本語の甲・乙類別に由来する 区別を奄美の加計百

麻烏諸鈍 ・名瀬方言lζ見出されたため， 分岐 以後の琉球方言のすがたは， 問題を合みつつ

も， より具体性をもつ ようになったといえよう。(注6 ) 

そして最近 ， 外間守善教授は 服部博士の説を敷街しつつ， 分岐後の琉球方言のすがたを

文献から考証しておられる。 とれによ ると， í六世紀頃 ， 南の烏々に定若した言語が， ど

のような変化をしていったかとい うζとは， 十五世紀頃にな る ま で文献資料が皆無のため

うかがい知るすべがなく， 言語史的には六世紀から十五世紀 ま で ほとんど空白時代という

ととになってし ま うJ (í沖 縄 の 言 語 史J (文学) p. 18) と文献による研究の困難性を指摘

されつつも ， 歴史学的研究成果等を援用し て， 琉球方言においては12世紀頃から方言化

への傾斜を推測され， また文献化された言語の分析結果により， í十二世紀頃から十五世紀

頃にかけての音韻・語法・語設の諸 要素の変化がしだいに著しくなっていった であろう」

((文学) p . 18)としておられる。

外問教授は母音変化についても， 乙 れ ま での諸説を検討され， í 琉球方言 では五母音か

ら三母音lζ変化したJ((文学) p .  21) という考え方を前提にさ れ ， その変化の様子を次

のように考証される。

すなわち， Ii' おも ろさ うし� Ii' 琉球館訳語� Ii'語音翻訳� Ii'陳侃使録』等の資料 か ら， I方

言化への 傾斜を始めた十二世紀頃から母音変化の様相をj座胎していたかど うか， あかしの

立てようがないが， 私は， 文献時代 (十五世紀末以後)IC入る直前頃にはかなりな程度 ま

で三母音化現象が進んでいたに違いないと考えているJ ((文学) p . 21)とされた。(注7)

筆者は とれら先学の成果を土台にして ， とくに外問教授のいわれる「五母音から三母音

!と変わった時代J における母音変化の様相を実態的方言資料の比較をもとに明らかにし，

現在に至る 琉球諸方言の母 音体系の生成過程の 一端を切らかにしたい。 服部博士のいわれ

る甲・乙類別の問題は 今後IC残される。

このような立場にたって ， 以下 3母音化の胎動期から現在 ま でを二つの過程[ζ分けて

考察する ととにする。

まず， 琉球方言の3母音化への第l変化過程として， 次の
3. 1. 母音変化の第1過程

ように oが uへ推移する傾向が起 とったと考えられる。(注8) 

(象徴 的 !( 母 音三角形 で 示 す )。
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すなわち， 琉球方言のいわゆる 3母

音化の初期の変化として， まず oが

uの方向へ推移していったと考えられ

る。 したがって， 0→uの推移が， e→i 

の推移より先に起 乙ったとみるわけ で

ある。

ζの変化の胎動期 は 琉球方言が奄美

沖縄と先烏の両方言K分岐する直前 で
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あ ヲ たと考 えられる(注9) か ら ， 3母 音化へ の 傾向は文献時代を遡るかなりは やい時期に

あったのではなか ろうか。 この ととは ， 先の外問教授の 「文献時代直前にはかなりの 程度

ま で 三 母 音化が進んでいたJ との ど推定をうらづけるものである。

乙の3母 音化への変化が 円滑 に実現される 状況 を醸成したのは， 連 母 音の 融合lζよって

[ コ]が 発生して oの 周辺 に 音声上の 類似母 音が 増加した ζとにあると考 えられる。(注10)

以上の 第1 過程を考える理由 として ， 0→ u の推移が 琉球方言 全体K起 乙 っている 実態

をあげる 乙とが できる。 乙れは体系的lζ同ーの カ ，すなわち o→ u の変化 傾向 としての

勤きが， 琉球方言の 分岐直前の 時期lζ同時にはたらいていた 乙とを恕わせる。

{I!美 から与那国 ま で o→uの 実態 を代表 方言 で 示せば 次 の 通りである。

奄美名瀬方言 。utugi] (おとがい)[ wu!Jgwa] (斧) [kui](声)[kumi]( 米)[ sudati] 

〈育 てる) [ turi] (鳥) [ tugjuロ](研ぐ) [ turjuロ](取る) [ nudi] (喉)[ numjuロ]( 飲む)

[Fufi]( 星) [ mutfi] ( 持つ) [ haku]( 箱) [kumu] (雲)

沖縄糸満 方言 [?uki:n] ( 起きる) [川:口] (斧) [kumi] ( 米) [ sun] (損) [ tui] (鳥)

[numi]( 蚤) [Funi] (骨) [ mutun]( 持つ) [ juru] (夜) [ haku] (箱) [kumu]( 宰)

宮古大浦 方言 [ utugui] (おとがい) [kui] (声) [ sui] (剃る) [suロ](損)[ tu寸( 烏)

[duru] (泥) [ nuロ]( 蚤) [ nun]( 飲む) [puni] (骨) [p\}S i] (星) [mutsi] ( 持つ)[ju' i] 

〈夜) [paku]( 箱) [kimu] ( 肝)

八重山西表島租納方言 [ utu] ( 音) [ uロ](鬼) [kui] (声) [ sudi] (袖) [sun] (損)

[ tub u] (飛ぶ) [ duru] (泥) [ nuロ] ( 蚤) [ numu] ( 飲む) [pIJlJi] (骨) [pIJfi] (星)

[ mutsu] ( 持つ) [ juru] (夜) [問ku]( 和) [FIJlpU] (雲)

与那国組納 方 言 [ ugirun] ( 起 きる) [kui] (声) [ sub a] (側)[ turu口](取る)[ duru] 

(泥) [ nun]( 蚤)[Funi] (骨) [ mutuロ]( 待つ) [ duru] (夜) [ hagu] (fí'i) [ mmu] (霊)

乙のように ， 現代 共通語のオ段母 音にあたるものは ， 多くの 認で 全 琉的lζ u であるが ，

語 によって ， また方言によって oがあらわ れるものがある。 とれは奄美 方言のうちでも

奄美大島・加計呂麻島・与路島等lζ多くみられるの で， その 一例を対照して示せば p. 6・7

の次表の 通りである。 な お ， 表中の 「恐 しい ・夫・弟・ 居る ・ 飲む」などのように 諸 方言

で u fζ変化してい るものも多い ( 表(1'の「苛・思う ・ 雲・九・心・股」などは『日本語の

系 統JJ p .58以下で， 乙類の 例としての 比較がある。)

琉球 方 言の o→ u という 音韻変化が 円滑にお 乙なわれるための 状況 を醸成したのは 融合

母 音の 発生であろう。 乙れは 琉球諸方言 でかなり の 勢力をも って 行なわれている。 たとえ

ば ì'IJ純方 言( 奥武) では ，[ to:ri:ロ]( 倒 れる) [mo:in]( 舞う) [ ?o:d3un] ( 応ぐ) [ no:in] 

( 直る) [ゐ:haロ] ( 青し、)… ー など である。 また一 方 ， 主主字音に 由米する[b o:dõi] (坊主)

[so: gatfi] (正刀) [b o:] ( 棒)などもみられる。 乙れらの 長音は[コ :]などを経たものであ

ろう。 3 母 音化と融合母音との 関係、は 乙のように 密接 なもの と考える。 今後 一胞の 調査研

ヨピ によって明確になる であろう。

次lζ， 母音の o→uの変化によって 子 音がどのような影響を受けた かにつ い て考察す

る。 乙の 子音の変化を母 音との 連鎖関係、でとらえるととによ って ， 母 音 の o→ u の変化を

より明確にうらづける ζとが でき ょう。
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カ行子音は o→ uの変化lζ応じて全 琉球方言で影響を受けてい る。 すなわち語頭でウ段

がi眠気取頭化音の[k'] !ζ変化する奄美沖縄方言と， 摩擦音の[f] または[ h] !C変化す

る先日方言とに分かれる。 乙の変化は音 声H引ζ異質ではあるが oが u !C惟移することに

由来して 起とった体系的に同ーの力によってもたらされたものと考えられる。 すなわち，

オ段とウ段との拍は母音向士が近接して統合する方向へ変化するために， 逆lζ子音同士は

統合を避けようとして離反するカが生じ， この力によって， ウ段子音は10:美;'1'純方言では

1!正気取頭化音の[k'] !C， 先白方言ではj学際 音の[f] !ζ変化していったと考えられる。 乙

のような[k']と[f]の相違はカ行子音が実際 !C変化し た のが奄美沖縄と先島の両方言

の分岐直後であったことをだ!わせる。

乙うして， 0→ u の推移の結果起 乙 っ た琉球諸方言のカ行子 音の変化をみわたすと， 次

の辺りである。 まず奄美名瀬方言ではウ段が[k'ugi] (釘) [k'ub i] (首)のように1m気l喉

頭化音lζ変化してオ段の[ kt.!Ji](1医 ・ 背中) [kurï ]  ( ζれ)などと区別を保 っている。 ま

た[k']と[k]との間にある離反する力lζ よってオ段の[k]が[ F] !ζ変化して い っ た

)J言もある。 たとえば沖縄名護方言ではウ段の[k'ugi](主J) [k'ui] (首) ，と対してオ段は

[ Fl}Ji] (腰・背中) [Fumi:](米)である。 (なお， オ段子音が[ F] IL 変 化 し て い る と れ ら

の方言においては広母音のア段子音も[hagi] (影) [ ha:mi :] (む) [ hami:] (神) [ hami] 

(瓶) の よ う に と れ と 並行 し て い る の が 多 い ) 。

o → u に よってい ったん無気喉頭化 音になったウ段の[k']も， 時がたつに つ れて喉fiJî

化がうすれる傾向にあり， すでに とれを失ったものもある。 つ まり， ウ段と オ段を [k']

と[k]で区別 す る よう に なった方言も， 喉頭化がうすれ， ついに， とれを失ったために

[k] !C統合して区別を失ってし ま ったのである。 たとえば沖縄中・ 南部の多くの方言では

[kud3i] (釘) [kuJi] (腰・背中) (玉城村奥武 方言)のように[k]に統合してし ま ってい

る。

宮古諸方言ではウ段が[f] !ζ変化したためにオ段の[k]と区別を保っている。 たとえ

ば大出方言ーではウ段の[f ug'ï ] (釘) [fl}su'ï ] (薬) ，ζ対してオ段は[kui] (声) [kug'ï ] 

(泌ぐ)である。

八重山方言での変化は宮古諸方言の変化と同類のものであるが， ほとんどの方言で[f ]

が弱 まって[ F] !C変化した す が た で あ る。 たとえば西表島祖納方言ではウ段が[ Fui]

(釘) [Fl}sa] (草)， オ段が[kufj](腰 ・背中) [kl}ri] ( とれ)のように区別がある。

与那国方言ではウ段が[mmu] (雲) [t 'za :] (草) [t 'i] (口) のように融合脱落してい

る。 ζれはオ段の[kui]( 声) [kut Ji] (疲・背中) [kut uba] (言葉)などと区別がある。

とれらウ段の頭音は， かつては 八重山方言のように[ F]を経て節2拍に同化されたもの

であろう。 ただし，[kugi] (釘) [kutJi] (櫛)のように変化しない例もある。

以上のように， カ行子音だけをみても， 母音の変化lζ伴 って， 子音がかなり複雑な変化

をうけている。 乙の 一例からみても， 全国の諸方言のうち， とくに琉球方言では母音変化

!と伴う子音変化が大 きかった 乙とをみることがで き ょう。 乙の o → uの時期を界にして，

母音変化に大推移を きたし， ζれに伴う音韻変化が進行する ζとになり， これが本土の諸

方言と異なる 琉球方言の音韻的特色をもたらす重 要な原因になったと考えられる。
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よvとど| 赤 木 名 z時a3=hL 郷 名 瀬 湊

1. �. ぐ ?ifogari ?ifogjuD ?Jsogi ?Jsogoruロ

2. 糸 ?Jtu nUJso ?Jtu ?Jto 

3 拝 む wugam jUD ?ugam jUD wugam l wugamuD 

4. III く ?UkjuD ?ukju日 ?uki ?uku日
オシヤJレ

5 押 す ?usëjarafu日 ?ufuロ ?ufi ?usu日

6. 恐し い ?uturufa ?uturufa ?uturusa 

7. 夫 wutu wutu wutu wutu 

8. 音 下utu ?utu ?utu ?utu 

9. 弟 ?ututu ?ututu ?ututu 

10. 踊 る wudurjuD wudurjuロ wuduri woderuD 

11. 思 つ ?Om OjUD ?Om OjUD ?omojuロ ?Om OruD 

12. 毅 ?uja ?uja ?uja ?uja 

13. 織 る ?UrjUD ?UrjUD ?un ?uruD 

14居 る WUD WUD 、，vUD WUD 

15. 女 wunagu wunagu wonagu wunagu 

16. 雲 k'umo k'umo k 'umo k 'umo 

17. 九 konots i konotsi konotfi kunutfi 

18. J己、 ko:ro koro ko:ro ko:ro 

19. 琴 koto koto koto koto 

20. 言 葉 jumuta jumuta jU訂1uta jomota 

21. 裾 suso susu susu 

22. 蛸 taFu toho to: 

23. 角 t'zino t'zï no t'zino t'3ino 

24. 盗 t'zibu t'zib o  t'3ibu 

25. 残 る nO:fJuD nokorjuD no:n no:ruロ

26. 飲 む num julJ nuロ1jU日 nuπ11 nuπ1UIJ 

27. 釆 る no:rjulJ norjulJ no:n norulJ 

28. 隣 FUSU Fusu Fusu Fusu 

29 星 Fufi Fufi Fufi Fufi 

30戻 る modorjuD mudurjulJ modoruロ

31. 姉 moho moho m uFu 

32. E草 口10: 口10: m u  

33. 股 ロ10mo 汀10ロ10 立10π10
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根詰百部 恩 勝 J易 湾 屋 会E 押 角 与 路

戸》ア
?lSOguD ?lS0g)Ul ?ifogatí ?ifogajum ?lsog)Ur 

?ltO ?ltO ?ltO ?ltO ?ltO ?ltO 

ogaml wugam)Ul wugam)um ?oga)um 

?ukuri ?uku日 ?ukjui ?ukjur ?ukjum ?okjom 

下UfUD ?USUD ?ufui ?吋ur ?usa)u口1 ?Osa)um 

?uturufa ?uturufa ?utufa: ?uturufa: ?utuffa 

wutu 、，vutu 、，vutu 、vutu wutu: 、，vutu

?utu ?utu ?utu ?utu ?utu: ?oto 

?ututu ?ututu ?ututu: ?ututu ?ututu ?ututu 

wudïri wuduruD wuduj山 wudurur wudujum judujum 
~テ

?OmouD ?u町1U)Ul ?u町10)Ur ?umo)uロ1 ?o:tí 

?u)a ?o)a ?u)a: ?u)a: ?u)a ?o)a 

;>un ?uruD ?U)Ul ?urur ?ur)um ?oru 

wun wuロ WUD wur wu百1 、，vum

wunagu wonagu wunagu: 、vunak juna:k wonak 

k'umo k'umo k'umo k'umo k'umo: k'umo 

kUFunutfi kuFunutsí ku:nutsí ko:not kuhonotï k'onot 

kohoro koxoro ku:ru ko:ro kohoro k'o:ro 

koto koto koto koto koto koto 

kutuba kutuba: )umëta kVtuba kutuba 

suso susu susu susu sïso: suso 

toho toho tu: to: toho to: 

t'3ino t'zïno t'zunu: t'ïno t'ïno t'zuno 

t'3ibu t'zïbu t'zubu t'ïbu t'ïbu t'ubu 

no:n nohoruD nO:)Ul no:rur nohojum nogo)um 

numl numuD nUm)Ul num)ur num)um nu)um 

nun nuruD nU)Ul nurur nur)um nor)um 

Fufu Fusu Fusu Fusu Fusu: hoso 

Fufi Fufi hofi Fuf Fu・J Fufi 

muduruD mudujui mudorur mudojum modojum 

ロ1uFu muFu muho: muho moho 百10:

ロ1U: 立lU: ロlU: mo: mo: 

mo町10 立10立10 mu町1U mumu 訂1umo mo町10
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との観点から， カ行子音に つ い ては拙論fk音考J (W方言研究の問題点�)で全 琉的み

わたしにたって詳論した。 以下， 他の子音についても一つ一つ同様な検討を加えて 母音と

の影響関係を考察する必 要があるが， 諸子音fC関し， それぞれ全 琉的 用例をあげるととは

紙面のつどうでで きないので，以下では代表 事象だけについて記す 乙とにする。(注11)な お，

それぞれの子音lζ関しては別杭lζ詳論の予定である。

ハ行子音(注12)はカ行子音と類似の変化をし て い る。 とくに p菅をとどめる方言では

カ行子音と同様に o→ uの影響が顕著である。 乙れは同じく破裂音という 音 声上の類似に

よるものであろう。

すなわち ，ハ行子 音の変化の足跡をたどれば， ;([美沖縄方言では イ段とウ段で無気取頭

化 音 [p']に変化し， エ段とオ段の[p]と対立する結果になる。 ζの[p']と[p] は無

気取頭化を失って統合する場介もあるが， 相互に均衡関係を 保ちつ つ，[p]が[p]→[ç]

(エ段)， [pJ→[F] (オ段) のよう に変化し， ζれに応じて，[p']は無気喉頭化を失って

[p']→[p]→[ F]→[ç] (イ段)，[p']→[p]→[F] (ウ段)のように変化していったと考えられ

る。 したがって方言 !Cよっては イ ・ウ段においてだけp音をとどめる場合がある。 な お，

ア段 はエ・オ段と行をともにして， [p]→[F]→[h]のように変化していった。

一方， 先白方言では， 奄美irlr純方言と異 な り， ウ段子音が[f] fζ変化してオ段子音の

[p]と対立し， カ行ウ段子音と統合する結果になった。

以上の変化を諸方言で例 示すると， まず， 沖縄名護方言では イ・ウ段が[p'i:](火・日)

[p'io] (干る) [p'uni] (船) [p'uju] (冬) [p'ukkui] (袋) のように無気喉頭化音lζ変化

して， エ ・オ段の[pi:](毘) [pira] (へら) [pu:] (11凡) [pufi: ] (星) [puni] (骨)と区

別される。 ア段は[pana:](鼻・花) [pani] (羽) などのように， エ ・オ段と同じである。

奄美与論烏麦屋(東区)方言などでは無気喉頭化が失われたために ，すべての段が[pafi]

(橋) [pada:] (裸) [pid3ai] (左) [put a] (蓋) [pi:] (毘) [pufi] (星)のように統合し

たものと考えられる。

沖縄北部の百如来方言では イ段が[p'i:](火) [p'imma] (1限) [p'ittsai] (額) [p'i sa] 

(足)のように， 無気取頭化音をとどめ， 他の段では[Fana](f}.・花) [Fa:] (葉) [Fe:] 

(灰) [Fo:ki] (訂)のように両唇摩際音[ζ変化してし まった。 さらに， 沖縄中部谷茶方言

で は イ段も[F]に変化し，[Fana] (鼻) [Fat a] (旗) [Fi d3i] (苦手) [Firu] (昼) [Funi] 

(船) [Fi:] (毘) [Funi] (，門・)のようにすべての段で両唇摩擦音に統合している。 谷茶集

落以 南の沖縄中 ・南部方言では， ζれからさらに変化したすがたである。 たとえば，沖縄 南

部玉城村奥武方言では[hana] m) [çid3i] (髭) [Funi] (船) [çi:] (毘) [Funi] (骨)

である。

先日方言のうち， 宮古大淵l方言ではウ段とオ段は[f1Jfi](櫛) [funi] (船) [fuju] (冬)
[f\ikï ] (吹く) [fu'ï ] (降る); [p\isï ] C!J"D [puni] (，目.) [pu'ï ] (掘る)のように対立して

いる。 他の段で は[pana](鼻) [p'ï da'ï ] (左) [pi: ] (毘)のようにオ段と同じである。

八重山方言では宮古方言の[f]が弱 まったすがた を 示 し， [F] lC変化している。 たと

えば西表向租納方言では[Fukuru](袋) [F\ilJi] (船) [FujU] (冬) [FU:] (降る)[Fuku] 

(吹く);[P\if!J(旦) [P\ilJi]('月) [pu:] (帆) [p\iru] (掘 る)のようにウ段とオ段が対立

8 



琉 球 方 言 母 音 体 系 の生成過程

し， 他の設 は[pana](鼻) [pidari] (左) [pi:] (毘) の ようにオ段と同じである。

与那国方言のハ行子音は ウ 段 と オ 段 が[t'a:] (蓋) [t'a:tfi] (二 つ) [k'ao] (深い)

[k'uru] (袋) [k'uロ]( 吹く )[ nni] (船) ; [ Fu:] (帆) [Funi] (骨) [FUrUO] (掘る) の よ

うに区別される。 ζれらウ段の頭音は， か つては[F]を経たであろ う が ，オ段と区別を

保 つために融合脱落したのであろ う。 他の段では[hanaburu](鼻) 臼iri] (昼食) [çi'ra] 

(へ ら) である。

次lζ， 琉球 諸方言のタ行音のウ段とオ段は o→uの推移lζ応じて ， それぞれの方言でウ

段が[ t'u・t'ï・tsï・ SI ・ tfi]の ように変化 し た た め に， オ段の[ tu]と区別を保ってい

る。 乙れはサ行音 で も 同様で， ウ段の[ sï . si・fi] と ， オ段の[ su]と区別を 訴ってい

る。 濁音においても，[mid3i] (水) ; [? adu] (躍) ，[kid3i] (傷) ; [kudzu] (昨 年 ・ 乙ぞ) (沖

縄奥武方言) の ように， ウ段とオ段とは区別される。

すなわち， 前口蓋lé調音点のある子音 ([t • d • ts ・ 5・ z]) の直後では， 0→ uの 変化に

応じて， 本来の uの母音が u → I→ 1の変化をたどる ととになり， オ段母音との 統合から

免れている。(注l3)

乙れらを諸方言で例示すれば，タ行音は奄美の石:界島塩道方言では[ t'utfi](月)[ t'una] 

(綱) [t'unu] (fIí) [t'umï] (爪) ; [ tui](鳥) [tufi] (年) [tubjuo] (飛ぶ) [ tujuロ] (取

る)， 奄美 大島久志方言では[ t'ïna](綱) [t'ïnu] (角) [ t'ïmï] (爪) ; [tufi] (年) [turi] 

(鳥) [ turjuo](取る)， 宮古 多良間島仲筋方 言では[tsïdzïm](鼓) [tsïbu](盃) [ tsïmi] 

(爪) ; [ tul] (烏) [tusï] (年) [ tubï] (飛ぶ)， 沖縄伊江島方言では[sinu:] (角) [simi] 

(爪) [sitfi:] (月) ; [tui] (烏) [tu:sa] (遠さ) [tuju口] (取る)， 沖純南部玉城村奥武方

言では[tfina] (綱) [tfiロ](1ý) [tfimi] (爪) ; [ tui] (烏) [ tufi] (年) [tuio] (取る)
の ように区別される。

サ行音は奄美大島の久志方言で は[ sï:] (巣 ・酢) [sï:] (吸 う) [ sï:sï] (煤) [ sïna] (砂)
[ sïtïrï] (捻てる) ; [ sudï] (袖) [ suba] (飢11) [ suロ] (損) ， 宮古大淵i方言では[ ssï] (巣)，

[sï:] (酢) [sïdz ï] (筋) [s'jsï] (煤) [sïtiru] 0合てろ) ; [ sudi] (fIÙ) [ suロ](損) [ sui] (剃

る) [sumi] (染める) ， i�lj総伊江島方言では [ sina] (砂) [ si:] (巣) [sitsi:] ( 好き)

[ sidafa] (涼しさ)，[sutu:] (外) [ suba:] (側) ，沖縄 南部奥武方言では[ fi:] (巣. l\'F) 

[fifi] (煤) [ fina] (砂) [ fitfi:ロ](f.lìてる) ; [ sudi] (袖) [ suo] (損) [ suio] (剃る) の よ

うに区別される。 ただし uが変化しないためにウ段とオ段が統合している方言もある。

たとえば奄美与路島方言では[ su:](巣・ 酢) [ sud3i] (筋) [ susu] (煤) [ sudamjum] (涼

む) [ sutïjum] (拾てる) ; [ sudï] (袖) [ suirjum] (添える) [surjum] (剃る) の ように 統

合している。

以上のウ段における u → I → i の傾向は濁音においても全琉的にみられる。

奄美久志 苦界塩道 沖縄奥武 伊 江島 宮古 大浦{中 筋 八重山黒島
オく [mïdï mïdu 
傷 [k'idï t'3idu 

mid3i midzi midzï midzï mid3i] 

kid3i kidzi kidzï kidzï kid3i] 

3. 2. 母音変化の第2過程
琉球方言の母音変化の第2過程として次の よ うにeがlの

方向lζ推移する変化が起ζったと 考えられる。
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すなわち， 琉球方言全体で後舌母音の o→ uの変化につれて， ややおくれて前舌母音に
も 同質の半広母音の狭母音化とい う 変化が起 とり， その結果， eが iの方向に推移するよ
うになった。 と と ろが， 推移すると きの母音の変化軌跡は， 奄美沖縄 方言と先島方言とで
は臭なっていたと考えられる。 ζれは奄美の多くの方言でeがi Ir.変化し， イ段のiと区
別を保ってい るのに対して， 宮古の多くの方言ではeがilL変化し， 本来のiは摩擦的喋

音を伴 う中舌母音の' i I乙変化して区別を保ってい る ととからうかがわれる。(注14) な お，
とれらの区別のない沖縄 ・沖永良部 ・与論諸方言や先島の鳩筒 ・与那国島の方言などは，

前者が奄美方言， 後者が宮古方言と 同類の体系から， それぞれ中舌母音の1や'iを失って，

ついにiJと統合する ととによって派生したものである。

乙の奄美沖縄方言と先島方言におけるeの推移のちがいは， 両方言が との変化時期に，

すでに分岐していたであろうζとを推察させるものである。

またeが1の方向へ推移する変化Iζ拍車をかけたのは， 。→ u の場合と同様に融合母音

の発生によって， eの周辺lζ， 音 声上の類似母音が 増加したためであろう (注15)(母 音三角

形では[E] で示した)。

以 上のような母音の変化を諸方言によって例示すれば次の通りである。

U
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Bl は奄美 方言の う ち， :t[美大島 ・徳之島の諸方言など中舌母音をもっ方言における変

化である。 たとえば奄美大島恩勝 方言ではイ段とエ段は次のよ うに区別される。

。iki] (息) [?iJi] (石) [ni:] (荷) [çid3i] (肘) [k'inu] (昨 日) [Jima] (1:.%) 

[Jiru] (汁) [?ad3i] (味) [?ami] (網) [nami] (波) [FuJi] (星) [k'ubi] (首)

[saki] (先) [turi] (烏) [hari] (針) [wui] (甥)… ・
[tï:] (手) [Fï:] (毘) [tïruロ] (照 る) [nïburu日] (寝 る) [mïguruo] (めぐ る)

[?udï] (腕) [tatïruo] (建てる) [?ukïruo] (受ける) [nabï] (鍋) [kanï] (鑓) [hanï] 

(羽) [Funï] (骨) [?amï] (雨) [kamï] (包 ・瓶) [kumï] ( 米) [mamï] (豆)一 -

ζのよ うにイ段とエ段はiと 1で区別されるものが多いが， エ段の中にはë !r.とどまっ

ている例もある。

[sëxë] (酒)

(分ける)

ζれらは kが軟口 蓋奥の摩擦音IC変化してついに脱蕗し， 母音が融合して長音化する現

象に左右されたための変化で， とれらの例は変化中途のすがたであろう。 事実， 名瀬 方言

1 0  

[wëxëruロ]

司

[mëx吾ruロ] (負 ける)

方奄 美

[dëxë] ( 竹)

奄美沖縄方 言

[sëxëruロ] (裂け る)
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などでは[së:](酒)にな ってい る。

な お， エ段で[ ?jerabuo](選ぶ) [ jeri] (襟) [kabe] (�) (注16)などのよ うに eがあら

われる語例もある。

以上のようにエ段は主流として e→I の変化を経たと考えられるが， 音的環境 や語条'的

なちがいによってJ e. e もあらわれている。

また， との方言の eの周辺の融合母音例としては， 次のように 己である。

[ dë:] (代金) [ së:ku] (細工) [ të:伊:] (大概) [ të:ko] (太鼓) [ dë:dz ï] (大事)

[ të:FU:] (台風) [ nëo] (無い) [Fë:] (灰・偲) [Fë:fi] (嚇) [Fëssaロ](早 い)[jassë] 

(野菜) [ ?iFë] (位牌)

次IC， エ段iζ 出自をもっ Iが i 1ζ統合するととによ ってイ段とエ段の区別を失 った 方言

が生成されたと考えられる。

\企
奄美沖 縄方言

" 一一一ーー一ーー一ーーーー，U
\ I 

、 /
'. / 

、 /\ 
、 /
e 0 

"' / 
、 /

、 /
、 〆

、 /
\ I 

v 
a 

喜界.w永良部・与論・沖縄方言

B2 は 奄美方言傘下の 喜界島・沖永良部 島・与論島の多くの方言， 沖縄諸方言にみられ

る。 たとえば， 1中永良部島和泊町瀬名方言では， イ段とエ段が次のよ うに統合している。

[? i:] (胃) [ ?ifi:] (石) 日 tfi] (息) [çid3i:] (肘) [ 7uni:] (鬼) [ habi:] (紙)

[kllfi:] (櫛) [fima: ]  (島) [ tabi:] (旅) [ tちi:] (乳) [ tui] (鳥) [ na:mi:] (波)

[ni:] (荷)[çi:] (火) [Fufi] (星) [?ubi] (帯)・

[mi:](目)[ çi:] (毛) [çi:](鹿)[ hami:](包)[ hami](瓶)[ sudi:] (袖) [ hani:] 

(鐙) [ had3i:] (風)[ ti:] (手)[ tijuロ](照 る) [ nabi] (鍋) [Funi] (骨) [ma:mi:] 

(豆)..

また， 乙の方言の e 周辺の 融合母音は次のよ うに e(:)Iとなっている。

[ he:juo] (変える)[ de:kuni] (大根) [ ne:] ( 地震) 白id3e:](左) [çe:] (灰 ・蝿)

[çe:saロ](早い) [ko:kefuo] (後悔する)[? içe] (位牌).

乙の方言の母音休系は， 融合母音を除 けば， 中舌母音を失って a 1 Uの3母音を基調

とするすがたになっている。

とれらの方言の母音体系がかつては中舌母音をも っていたであろうζとは， 乙れらの 近

隣lと中舌母音をかすかにとどめ る方言が存在するζとによ って明らかである。

たとえば， 沖永良部 島の ほとんどの方言が 上記の 瀬名方言のよ うな母音体系であるが，

北端の 国頭方言だ け は か す か に中舌母音の 痕跡が み ら れ る。 すなわち， ["荷J ["恥」の

[ni:] [Fad3i:]と， ["根J ["風」の[ n!:][ hadz!] と 区別がある。 乙の[ !] はかつては中
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舌母音のIであったと考えられる。 奄美北部の中舌母音の勢力がある赤木名方言などにお

いては ， 現在もなお「根J r風」 は [n ï :][ka dzï ] である。 ζのように国頭方言 でも， か

つては明瞭であっ た であ ろうが， い ま ではイ段とエ段の母音が統合寸前lとある。 す でに

「実Jと 「自」の語例 では共に[mï :]に 統合している。

喜界島方言になると中舌母 音の推移がもっと 明確になる。 すなわち， 北部の塩道 ・小野

tl�・志戸柿方言 では「海」の[? umi]と， r雨」の[?a mï ] のよ うに区別があるが， 中­

南部の花良治・阿伝・湾方言ー では共(C[? umi] [? ami] で中舌母音を5たっ てい る。 そし て

北部の方言のように区別のある方言に おいても， T1 ・少年層 ではす で(C中舌母音を失って

いる場合がある。(注17)

ζのように中舌母音は奄美大白・徳之島方言 では優勢 であるが， 次第に衰微する傾向に

あり， ì'i'永良部品 ・苔界島においてはす でに 乙れを失 った方言が 多いが， 辺境の地lとは中

舌母音を残している方言が鋭族され， 与論島 ではすべ ての方言 で とれを失っている。 とれ

ら中舌母音を失った方言の母音体系はi沖縄諸 方言の母音体系と肉類 である ととから， jlド純

諸方言においてもかつては奄美方言と 同類の中古母音をもっ母音体系があり， とれから変

化して現在lζ 至ってい ると考えられる。

以上， 要する!C B1， Bz !C属する奄美沖縄方言の母音変化の特色は eがi !L推移し で

も本来のi の母音は変化を受けない点lとある。 とれは以下の先日方言の母音変化と対比さ

れる。

先島方言 では次のようにeがi tc推移する 乙とによって， 本来のiは摩擦がj喋音を伴う

中舌母音の 'ïへ変化し ていったと考ーえられる。

C. i�でヲ」こリー一一一一7U

\/ 占
[ε] ーー+ \、 /

/
骨一一 [0] l' 

先 品 方 三三守
口

1て一一-1一一ーー一一ー一一7U
\ / 
\ / \ / \ / \ / 

e 9 \ I 
\ / \ / 

\ / \ I 、tv 
a 

宮古・八重山方言一

Clは宮古 ・八重山方言の中古母音をもっ方言 で あ る。 たとえば宮古大浦方言 ではイ段

とエ段は次のように区別される。

[ ik' ï ]  (.[U [a dzï ]  (味) [ka b'ï ] ( 紙)

[ f\}Sï ]  (櫛) [fu tsï ]  (口) [sïIJ ] (死ぬ)

[p河i ](怒)…

[k'j k' ï ]  (聞く) [k' ï mu] (肝)

[ta b' ï ]  (j;主) [t sj ka fu ]  (近く)

[t sj k' ï ]  (月)

[p和1] (人)

[afi] (汗) [ku i] (声) [ d3i IJ ] (膳) [ta ki] (竹)[ na bi] (鍋) [ni :] (収) [pi:] 
(毘) [mai ] (前) [ma mi ](豆)[mi :](目)[u :ki ](桶)..

大浦方言 では[p巴:be:ti ](早々と )[mme: tfi ] (いらっしゃい ，語幹は沖縄方言の[?i me:ロ]

ーイ参ノレに対応)などのように融合母音もあらわれるが ，比較的!と少ない。
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琉 球 方 言母音体 系 の 生 成 過程

宮古 方言は大iilì方言 の よう に先白 方言の う ちでは中 古 母音 を板強くと ど め るブj言であ る

が， 池間など で はすでに衰微して，[ ts， dz， s ] など の前口蓋音 のあと だけに中 古 母音 をと

ど め， 他では i !C変化している。 すなわち，[ itsï ] (息) [tsï:] (乳) [ dzï:] (地 ) [ adzï ]  

(味) [ is ï] (石) [usï ] (牛)など に対し て， [ çjt u] (人 ， 老年庖[ pjtu])[ çig i] (髭)

[k ab i: ]  (紙)など であ る。

八重山 方言に お いては小浜島・石垣島・波照間島方言のよう に中古母音 がみられる。 た

と え ば， 小浜白方言で はイ段と エ段が次のよう に区別 される。

[ ikiJ (息) [ us iJ (牛)[k 刊i] (紙)[k jm u] (肝) [s ïm a] (品) [ ts ïk ara] (力)

[ pj: ](火)[ pjt u] (人)ー…

[ a:fi] (汗) [ am i] (雨) [ i:]  (胃) [k am i] (í[l) [k i: ] (毛) [k ui] (声) [ ti: ] 

(手) [m i:](目) ー

小浜 方言では融合母音 が [ ipe : ] (位牌) [ pe:ruIJ] (入 る) [ de :ntsï ] (大事・大 変だ)

'[n e:n u] (!!!\い)[m e:k u](宮古)の よう にあ らわ れる。

八重山方言のうち， 竹富山・黒白 方言 など で は中 苫母音 が衰微し ている。 たと え ば， 竹

富島 方言で は中 古母音 はウ段の [ πlatsï ] (松) [n atsï ](亙)[k idzï] (傷) など にわずかに

残 り， 他では[ pi:] (火) [ fiIJ] (着物) [ ifi] (石) [ufi] (牛) [ F日t fi] (口) [ ad3 i] 

(味)の よう に 1であ る。

この よう に 先ぬ 方言では中 舌 母音が行なわ れているが， 全般的lとは中舌母音 が衰微 する

傾向にあ り， / \ill ill方言の中 にはj([)間島・西表島組納 方言のように， すでに中舌母音 を失

い， イ段と エ段が統合し て 3母音 を悲調と する母音 体系 になっている方言 がみられる。

乙 れらの 方言は次のよ う に 変化したと 考え られる。

C， i ‘ 4守ーー- 1-一一一一一一 一一-u
" / 

\ .1 \ / 
\ ノ

\ / =秒\ / 、 /、 /
\ / 

a 

宮古・八重山方言

c一一一ー一一一一一一 一一一-u
、 /
\ / 、 /

'. / 、ノ\ / e 。\ / \ / 
\ / 
\ / \ / \ / 

a 

八重山鳩問方言など

すなわち， 中 古母音 のlはイ段か ら変化したものであ った が， 次第に 中 舌 母音が弱まっ

て i になる乙 と によ り e か ら推移した iと 統合 する乙 と になる。 たと え ば， 八重山}((J間

二I:j言(注18)では次の よう にイ段と エ段が統合している。

[m it fi](道)[ fim a] (品) [ ik i](息)[ pi: ] (火)[k abi] (紙)[ ifi] (石)[ pid3 i] 

(]J、t) [ fjk i] (月) [ tabi](旅)ー

[ pun i] (，円・) [ Fun i] (船) [ am i] (ffi) [ afi] (汗) [ pi:] (毘)[m i:] (目) [ ti:] 

( 手) [k ui](声) ・ ・

鳩聞方言の融合母音 は[pe:rUIJ] (入 る)[ de:d3 i] (大事・大変だ)など の よう にあ らわ
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れる。

与那国方言は a 1 Uの3母音体系の方言 であるが， 乙 れは八重山方言と同知の体系か

ら中舌母音 を失う ととによって生成された ものと考えられる。 すなわち ， イ段とエ段の母

音 は次のように統合している。

[kidiJ(傷) [t' 3i:J (火・血) [tちi maJ (白)[minJ (水) [di:J (地) [ niruロJ (煮

る)一

[ki:J (毛) [ti:J (手) [fibanJ (狭い ) [ dinJ (銭) [çiraJ (へら) [mi:J(目) [ ni:]; 

(根) [kudiJ (釘)…・

与那国方言 では 融合母音の e は i 1(，変化したと み ら れる。 たとえば，[mi nu日J(無い)'

は ， 小浜・石垣・波照問方言の[ne: nuJ fL対応するものであり， 助詞のI�へ」にあた

る-kai は， -ke: を経て[ku ma!J kiJ(とちら へ) [ka ma!JkiJ (あちら へ)のようになる。

以上， 先島方言の前 舌母音の変化をみてきたが， その特色は巴 が i 1(.推移 するととによ

って， 本来のi が中舌母音の 'iなどに変化してい った点に ある。 乙の変化は先の奄美沖

縄方言 と対比される。

乙のように琉球方言の前 舌母音における e→iの推移の仕方は， 奄美沖縄方言と 先島方

言の間1(.隔たりがあり， それぞれの方言で出自を異にする中舌母音 は 全般的lζ衰微の傾向

にあって， 方言どとの事't;'j'I(.応じてi 1(.合流していく過程にある。 し たがって現在の琉球

方言のすがたを観察す ると き e→iの推移 過程は方言ごとに様々な 段階にあって， 先に

みた後 舌母音におけるo→uの推移がほぼ全琉的lζ同ーの変化をたど っているとと と は異

るものである。

次lζ子音の変化について考 えると ， 巴→iの推移過程が方言 どとに異るために ， との影

響による子音の変化は方言 どとに差があって ， 全琉的広がりをも っていない。

たとえば， カ行音のイ段とエ段を例示すれば次のよう になる。

奄美名瀬方言 [k'i nuJ (昨日) [k'iriJ (�Çj) [k'irunJ (着る ); [kïJ (毛) [kïbufiJ (焼〉

[k ïr ïJ (蹴ろ)

奄美佐仁方言 [k'i nuJ (昨日) [k'iriJ (易) [k'irjunJ (着る ) ; [x ïJ (毛) [xïbufiJ (煙)
[x ïrjunJ (蹴る )

与論麦屋方言 [kid 3iJ (傷) [ki muJ (肝) [ kikjuiJ (聞く) ; [fi:J (毛) [fi mbufiJ (煙)
[fi :ta gujuiJ (蹴る)

沖縄奥武方言 [tfi nu :J (昨日) [ tfi muJ(肝) [tfi:ロJ(着る) ; [ki :J (モ) [kibufiJ (煙〉

[ki :ロJ(蹴る )

八重山波照問方言 [sj1JuJ (昨日)[sj nuJ (者物)[sjkunJ (問く) ; [ki :J(毛) [kjpu sïJ (煙)

すなわち， イ段 では[k'， k， tf ， sJ などの変化を経 ，エ段 では[k， x， sJの変化を経 て

いる。 とれらは 巴→lの推移によっても たらされた イ段とエ段 聞の緊張による変化と考え

られる。 乙の変化は分布にまと ま りがなく， 方言どとの事情lζ応じて変化し ていったもの

と考えられる 。(注19)

琉球方言では乙のほかにイ段とエ段を様々なすがた で区別しているものがみられる。

たとえば ， 奄美瀬戸内町方言 では 語中・語尾の破裂音直後のi は 脱落する傾向がある。
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琉 球 方 言 母 音 体 系 の 生 成過程

[?akJ1e] (商) [Fakd 3aSum] (吐き出す) [tak] (滝) [sak] (先) [k'up] (首) [?usak] 
(兎) [ピir] (怨) …

乙 れ ら はエ段の [?ukïj um](受け る ) [kakï] (賭) [?ag ïj um] (上げる) [n abi ・ ] (鍋)
[karïrj um] (枯れる) な ど と区別があ る。

また ， 宮古 方言 におけ る成節的な m はほ と んど 語尾 のイ段音 でみ られ る。 た とえ ば 平良

方言 では次の 通りであ る。 (注20)

[mi m](耳) [pasam] (鉄) [kag am] (鋭) [am] (網) [kam] (神) ・

とれ ら はエ設の [tsï mi ] (爪) [mami ](豆) [ju mi ](嫁) と区別 される。

琉球方言 におけ るイ段音 とエ段音 と は統合して いる 場合も 多 いが ， 上の よ う に 各方言の

細 部 にお いて は区別するた めの 変 化を起 こして いる。 乙 の 観点 か ら， 諸子音 は母音 との 関

係 にお いて方言 ど と に詳細 に観 察する 必要があ るが， 乙 乙 で は割愛する。

4. む す び

以上の考 察か ら次 の 点が 明 らか とな った 。

( 1 )  0→ u の推移 が 琉球方言 全体で観察され ， e→ i の推移 よりすす ん で いる。

( 2  ) 乙 れ と 平行して ， 0→ uの 機 移 lζ伴 う子音 への 影響が 琉球方言 全体でみ られ ， e→ i 

の推移 に 伴 う 子音 への 影響よりも 広い。

乙 の 2 点により ， 琉球方言の母音 変 化 は， 半広母音 の 狭母音 化であ り， 後舌母音 の o→ u

の推移 か ら先に変 化が 起と り ， 前舌 母音 の e→i の推移 へ と変 化が 深化して いった であ ろ

う 乙 とが推察されるの であ る。 そして奄 美毛;一界島の中 ・南部の 方言 ， 奄美j中永良部島の 国

頭以外の 方 言， 奄 美与論島 諸方言 ， 沖縄諸方言 ， 八重山 九日間方 言， 八重山 首表島方 言， 与

那国方言 では， 0→ u， e→i の推移が ほ ぼ 完了して， 典型的な 3母 音変 化が 行な われたも

の とみる こ とが できょ う。

以上 5母音 か ら3母音 l乙至る母音 化の 過程を中 心lζ論述してきたが ， 問題も 多 い と 思

われる。 5母音 か ら 出 発して いるの は， 現在の 共時態 としての 諸方言か ら 明確 に遡る こ と
が でき る と こ ろか ら 論を はじめる立場を とって いるた めであ る。 す く な く とも 琉球諸方言

を観 察して い く と ， か つて は 5母音 の区別 (音価 に つ い て は 問 題 で あ る が) をも って いた

であ ろう と とが 明確であ るた めに 5母音 か ら 出 発し て いるの であ るが ， 今後， 甲・ 乙類別

との 関係が 明 確になり ， 乙 れが 母 音 と どう 関係し て いるか 等が 明 らかになれ ば， さ らに 5

母音 以上のものか ら 出 発すると とが できる と考え て いる。

文献時代が 遅 い琉球にお いては， 共時態 とし ての 資料か ら， 体系的 lζ一歩一歩遡って い

く 方 法が 開拓されなけ れ ばな らな い。 理想 として は， 祖語か ら 出 発し， 現在ま での 変 遷を

実態的 資料 と 文献資料 と を比較検討し て 明確に 論述する と とにあ る。 小論は， 筆者に と っ

て ， ζれに 至る中 継地にした い と考 え て いる 。
今後 ， さ ら に考 察を深める べき とと ろや， 間.:m点 も 多 い と 思われるが， 大方のど 批判を

仰 ぎた い と 思 う。

成稿IC は平山輝男先生をはじめ， 大島一郎先生 ・ 徳川宗賢先生の ど 教示を賜わった。
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( 注 1 ) 琉 球 方 言 の 母 ??が a， i， u を 基 調 と す る 方 台 ( 沖 純 ・ 与 論 ・ J\ ili 山 鳩 間 な ど )

と a， Ì， Ï， U を 法 調 と す る 方 言 ( 奄 美 ・ 宮 古 ・ 八 重 山 の 多 く の 方 言) に 分 か れ る と と は す

で に 知 ら れ て い る 。 と れ ら の 体 系 は ， 後 述 す る よ う に ， 方 言 ど と に 変 化 事 悩 を 異 に す る

が， 1ニド広 母 音 の 狭 母 音 化 」 と い う 同 一 傾 向 に よ っ て 生 成 さ れ た と 考 え ら れ る 。 ま た 中 舌

母 音 を も っ 諸 方言ー で は 以 下 に 述 べ る よ う に ï が 全 般 的 IL �g ま っ て i IC 統 合 す る 傾 向 ( 奄

美 苔 界 1，1 'i" ・ 南 部， 八 百 1 1 1 約 1m 方 言 な ど で は 統 合 し て い る ) が み ら れ る と と を 考 慮 に 入 れ

る と ， 乙 の 変 化 全 体 を 1 3 ω 7f の 方 向 へ の 変 化 」 と し て 広 義 IC 捉 え る と と が で き る 。 以 下

で は 1 3 母 音化J を 沖 縄 方 言 な ど の よ う に す で に 3 f辛 苦 lζ 統 合 し て い る 場 合 IC も ， と う い

う 広 義 の 場 合 !と も 汀I い る と と に す る 。

乙 の 1 3 母 7I 化 」 は 「半広 [:}: 1T の 狭 舟 7f 化 」 と い う J1 で 仁 l ' 世 災 活 か ら 現 代 英 語 へ の 「大

母 音 推 移 J (The Great Vowel Shift) (Historical Linguistics-An Introduction， Winfred 

P. Lehmann 松 iR 行 教 授 沢 『歴火言 語 学 序 説j] p. 132 以 下 ) な ど と 類 似 す る も の で あ る 。

( ・注 2 ) 伊 波 普 猷 「琉 球 認 の 母 音 組 織 と 口 蓋 化 の 法 則 J �南 j見 方 言 史 ?lîlj] 中

同 l iíij 束 諸 国 記 !IH II武 の 古 琉 球 認 に つ い て J C 国 語 と 国 文 学 ) 8-3 

( 注 3 ) 服 部 四 郎 『 日 本 語 の 系 統j] p. 58�63， 286�287， 301�307 

同 「 日 本 語 の 琉 球 方 言 に つ い て J C文学) 36-1 p. 10�11 

同 「 平 山 輝 男 若 『 琉 球 方 言 の 総 合 的 研 究j]J C 国 語学) 74 p.  84�85 

甲 ・ 乙 類 別 の 語 (1者」 と 「木J な ど ) の 一部 が 琉 球 方 言 で 区 別 さ れ て い る こ と を 認 め

つ つ も ， ζ れ が 甲 ・ 乙 類 別 の 音 韻 構 造 と ど の よ う な 関 係 に あ る か 疑 問 が な い わ け で は な

い 。 た と え ば， 首 里 方 言 の [tJiーJ ( 者 ) の 口 蓋 化 音 は [ki:J (木) と 区 別 さ れ る が， と の 区

別 が 甲 ・ 乙 類 別 の 音 価 の ち が い と ど う 結 び つ く の か 疑 問 で あ る 。 k→tJ の 変 化 は e→i の

母 音 の 変 化 の 結 果 と し て 起 と っ た 後 代 の も の と 考 え ら れ る か ら で あ る ( 拙 論 I k 音 考 J) 。

ま た 外 問 守 普 教 授 は 「 琉 球 方 言 に 特 徴 的 な 口 議 化 現 象 の お ζ っ た 年 代 は ， 三 母 音 化 の お

と っ た 時 代 に つ な が っ て い る J (1 沖 縄 の 言 語 史 J C文学) p. 22) と し て お ら れ る 。

な お ， 口 蓋 化 現 象 に つ い て は 伊 波 普 猷 「 琉 球 語 の 母 音 組 織 と 口 蓋 化 の 法 則 J IC 詳 し い 。

ま た ， 甲 ・ 乙 類 別 の オ 段 lζ 対 応 す る 類 別 に つ い て も ， イ也 の 複 雑 な 要 素 が か ら ん で い る よ

う に 考 え ら れ る 。 た と え ば 服 部 i'.，'} 土 は 「心J の 例 を Ik凸körö ( 乙 ) xohooro ( 名 瀬 方 言 ) J
(W 日 本 語 の 系 統j] p. 60) な ど の よ う に 比 較 し て お ら れ る 。

琉 球 方 言 に お け る 「心」 を 怒 味 す る 語 は ， 1心」 に あ た る [kukuruJ も あ る が ， 1肝」

に あ た る [tJimuJ ( 沖 縄奥 武 方 言 な ど ) も 用 い ら れ る 。 そ こ で 「心」 を 芯 味 す る 琉 球 方 言

と し て 「心」 と 「肝」 に あ た る い ず れ の 誌が ， よ り 韮 胞 の 語 で あ っ た か が 問 題 に な る 。

「 お も ろ さ う し J ( 約 12�17世紀) 中 の 例 を み る と ， 1心J に あ た る 語 は 「ふ な ζ ζ ろ J (船
心 ・ 船 を あ や つ る 心 づ か い ) の 用 例 し か な い の に 対 し ， 1肝」 に あ た る 諮 は 「 き む た か 」

(肝 高 ・ 品 位 の 高 い ) ， 1 き も ち ゃ さ J (肝 lIií さ ・ 気 の 毒 な ) ， 1 き も ま よ い J (肝 迷 い ・ 心 が
迷 う ) 等 々 ， 圧 倒 的 多 数 の m 例 が あ る (仲 原 善忠 ・ 外 i出 守 善 「 お も ろ さ う し 辞 典 ・ 総 索

引 J) 。 と の 事 実 か ら ， お も ろ 時 代 に は 「月下」 に あ た る 語 が 優 勢 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 以

上 の ζ と か ら ， 1心J IC あ た る 訟 は 本 土 の 影 響 で 後 代 lζ 定 着 し た の で は な い か， と の 疑 問

が あ る 。 叩 ・ 乙 類 と の 比 較 に は ， 一 語 一 語 に つ い て 同 様 に 諸 事 前 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。

ま た ， 現 代 共 通 話 の o に あ た る も の が， ii! 美 方 言 で o で あ る か u で あ る か は ， 地 域 差 が

あ り ， 認 に よ っ て も 事 情 が 災 な る ( 個 人 差 も み ら れ る ) 。 甲 ・ 乙 類 別 と の 比 較 で は ， 先 lζ

と れ ら の 実 態 の 整 理 が 妥 515 さ れ る (本文 p. 6�7 表 参 照 ) 。
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さ ら に ， 先 島 方 言 と 甲 ・ 乙 類別 と の 関 係 に ふ れ た も の に ， 崎 山 理 氏 の 1m 球 ・ 宮 古 方 言

比 較 音 在日 論 J ( ( 国 語 学) 59 p. 19) が あ る が， 宮 古 方 言 と 甲 ・ 乙 類 別 の 関 係 を 検 討 し た 結

果 ， 例 外 が 多 い た め に ， I と の よ う な あ ま り に 多 い 例 外 に よ っ て 奈 良 朝 時 代 に ま で 遡 り 得

る か ど う か 疑 問 で あ る 」 と し て ， I否 定 的 結 果 し か 得 ら れ な か っ た 」 と し て お ら れ る 。

ま た ， 南 不 二 男 氏 の 「 日 本 語 hu， ho と 八 重 山 ， 石 垣 方 言 Fu， pu の 対 応J ([ 乙 と ば ]

22， p. 23) で は ， 八 重 山 石 垣 方 言 の FU， pu が 現 代 日 本 語 の オ 設 苛 に 対 応 す る と と か ら ，

と れ が 上 代 日 本 語 の 甲 ・ 乙 類別 IC 相 当 す る 音 在日 と 対 応 す る も の で は な い か ， と 問 題 を 提 起

し て お ら れ る 。 注 12 参 照 。

( 注 4 ) 言 語 変 化 !C は 内 的 要 因 と 外 的 要 因 が あ る が， ζ と で は 主 ([ 内 的 要 因 を 考 え る 。

そ し て 苛 部 内 部 だ け で は な く ， ア ク セ ン ト ・ 文 法 ・ 諮 染 な ど と の 休 系 的 関 係 も 考 察 す る 必

要 が あ る 。 1 例 と し て 母 音 無 声 化 と ア ク セ ン ト と の 関 係 を 論 じ た も の に IJhí れ 行 く ア ク セ

ン ト J ( 平 山 輝 男 博 士 『 日 本 の 方 古 』 諮 談 社) が あ る 。

( 注 5 ) 拙 論 I k 音 考J (�方 言 研 究 の 問 題 点』 平 山 博 士還暦記念会 p. 91) 

( 注 6 ) 注 3 !C 同 じ。

( 注 7 ) お も ろ 時 代 に ウ 段 ・ オ 設 が 混 乱 し て い る と と に つ い て は 仲 原 善 忠 ・ 外 関 守 善 若

『校本 お も ろ さ う し � p. 39 参 照 。
( 注 8 ) と と で は 琉 球 方 言 が か つ て 5 母 音 か ら 3 母 音 化 の 方 向 へ 変 化 し た と す る 立場 か

ら 母 音 三 角 形 で は 5 母 音 を 基 本 に 示 し ， そ こ か ら 出 発 し て い る 。 乙 れ は 服 部 博士 の い わ れ

る 甲 ・ 乙 の 類 別 が あ っ た と す る 考 え 方 と 矛 盾 す る も の で は な い 。 す な わ ち ， 印 ・ 乙類 別

( 音価 に つ い て は 諸 説 が あ る が ) が あ っ た と す る 立坊 に お い て も ， 甲 類 [oJ の 周 辺 lζ 乙 類

[凸] の 母 音 が あ っ た に ち が い な い が， さ ら に 新 し く 合 融 母 音 [oJ が 発 生 し て [oJ の 周

辺 lζ 音 声上， 差 の 少 な い 母 音 が 集 中 す る 結 果 を も た ら し ， つ い に ， ①[oJ ( EJ3 類 ) ②[öJ ( 乙
類 ) ③[コJ ( 融 合 母 音) が 版 を 追 っ て [uJ の 位 白 を め ざ し て 推 移 を は じ め た と 考 え ら れ る 。

乙 れ が 3 母 音 化 の 起 と り で あ り ， そ の 後， 沖 縄 方 言 で は ① ② は [oJ[öJ > [uJ の よ う に 変

化 統 合 し ， ① は [コJ > [oJ ( 長 音) の よ う に 変 化 し て ， ①② と 区 別 を 保 っ て い る 。 そ し て ，

奄 美 の 巾 ・ 乙 類 別 が 実 証 さ れ た 場 合 !C は ， と れ ら の 方 言 で は ， ① は [oJ > [uJ の よ う に 変

化 し ， ②③ は [öJ [コJ > [oJ の よ う に 変 化 統 合 し て ， ① と は 区 別 を 保 っ て い る ζ と に な る 。

と の よ う に 説 明 す る と と が で き る 。 エ 段 に つ い て も 同 械 に 説 明 で き ょ う 。

( 注 9 ) 拙 論 I k 音 考 J (�方言 研究 の 問 題 点 � p. 124 以下)

( 注 10) 琉 沫 方 言 の 融 合 母 音 は 後 舌 に お い て も ， 前 舌 に お い て も 緒 方 言 で 観 察 さ れ る 。

仲 宗 根 政 普 教 授 は こ れ を ま と め ， 後 舌 の 融 合 母 音 [o:J は 国 語 の -au -ao -ou -aku -ako 

-agu -ogu -awo -awu -uwa -owa -abu な ど と 対 応 し ， 前 舌 の 融 合 母 音 [e: ë: ヨ:J は

-ae -ai -ea -ia -ija -ake -aki -ase -oe -iwa -uwa な ど と 対 応 す る ， と し て お ら れ る

(1琉 球 方 言 概 説J �方古学講座� 1:lH 巻 p. 23) 。 乙 れ ら の 融 合 の 初 期 の も の を [コ] [EJ で

示 す 。 な お ， 宮 古 方 言 の 一部 !C は [barauJ ( 笑 う ) [sauJ ( 竿 ) の よ う な こ 重 母 音 が あ る 。 こ

れ ら は い っ た ん [ o J に な っ た が， 融 合 母 音 と し て 定 着 せ ず ， au !C 還 元 し た と 考 え ら れ る 。

( 注 11) 琉 球 方 2 の 子 音 変 化 を 概 観 す る に は ， 服 部 四 郎 「琉球諮」 と 「 国語」 と の 音 韻

法 則 一 (� 日 本 語 の 系 統』 所 収) ， 仲 宗 根 政 菩 「 琉 球 方 言 概 説J (�方言学講座』 茸� 4 巻 ) な ど 。

( 注 12) ハ 行子 苛 に つ い て は ， 伊 波 普 飲 I P 音 考J (�古琉球� 1943， p. 302 以 下 ) ， 同

「 琉 球 認 の 母 音 組 織 と 口 蓋 化 の 法 l'!IJJ (�南 島 方 言 史致� 1934， p. 36) の 分 布 図 ， 南 不 二 男
「 日 本 語 hu， ho と 八 重 山 ， 石 垣 方 言 Fu， pu の 対 応J ( ( 乙 と ば ) 22， 1960) な ど 。

17 



南 氏 は 現 代 日 本語 の hu， ho Iζ 対応 す る 八 重 山 石 垣 方 言 の Fu， pu を 観 察 さ れ， さ ら
に ， 現 代 日 本 語 の ho IC 対応 す る 八 重 山 石 垣方 言 の FU が あ る こ と に 注 目 さ れ て ， と れ が

上 代 日 本 語 の 甲 ・ 乙 類 相 当 の 位 白 に あ る 音 韻 と 対 応 す る も の で は な い か， と 述 べ て お ら れ

る 。 提起 さ れ た 問 題 は 大 き い が ， 注 3 ， 注 8 と 同 じ く 速 断 で き な い 。 た と え ば rむ 氏 の

あ げ て お ら れ る [Fukuri] ( 挨 ) は ， 宮 古 方言 な ど で は 「検J r ご み J r ち り 」 を 区 別 せ ず

[gumi] と い う 。 乙 れ ら � 味 分 化 の な い 表現 が 基 回 の も の と 考 え ら れ る 。 意 味 分 化 の と き

IC [Fukuri] を 移 入 し た 可 能 性 が あ る 。

(注13) と の よ う に o→u の 推 移 の た め IC[ t， d， ts， s， z] の あ と で 母 音 が u→l→1 の

変 化 を 経 た と 考 え る と と に よ っ て ， 伊 波 普 猷 氏 の 「 ウ 列 中 ， ツ ・ ス の 音 節 {ζ 限 っ て ， 母 音

が u→iú→i ( 或 は i) と 変 遷 し た と の 仮 定J (r海東 諸 国 記 附 裁 の 古 琉 球 語 に つ い て J ( 国

語 と 国文学) 8-3， p. 10) が 真 実 性 を も ち ， よ り 充実 さ れ る 。

ま た ， 仲 宗 根 政 普 教 授 の 「 ジ ・ ヂ， ズ ・ ヅ の 区 別 の あ る 方 言 は 未 だ見 出 せ な いJ (W方 言

学 講座』 第 4 {!l p. 30) や， 服 部 四 郎 博 士 の 「 京 都 方 言 で さ え 室 町末期 ま で 保 存 し て い

た ， そ し て 現在 で も な お 土 佐 方 言 や 九 州 の 一 部 の 方 言 で は 保 た れ て い る /zu/ ( ず ) と /du/

(づ) お よ び /zi/ ( じ ) と /di/ ( ぢ ) の 区 別 は ， 琉 球 方 言 で な く な っ て い る J ( ( 文 学) p. 1 1  

�12) と い う 記 述 の よ う に ， 琉 球 方 言 で は 四 つ 仮 名 の 区 別 が な い が ， と の 区 別 が 急 速 に 失
わ れ た 要 因 は ， 0→u の 推 移 が ウ 段 IC u→I→i の 変 化 を 起 と し ， と の た め に よ り 本 質 的 な

ウ 段 ・ イ 段母 音 が い っ き ょ に 混 同 推 移 し た た め と 考 え ら れ る 。

琉 l:t 方 言 で 四 つ 仮 名 の 混 同 し て い る 実態 に つ い て は ， 次 の 文 献 な ど 。

服 部 四 郎 r m 美 群 島 の 諸 方 言 に つ い てJ W 日 本 語 の 系 統� p. 287�288 

服 部 四 郎 ・ 上 村 幸 雄 ・ 徳 川 宗 賢 「 奄 美 諸 島 の 諸 方 言 H奄 美一 自 然 と 文 化 � p. 404 以 下 。

上 村 孝 二 「 奄 美 方 言概観J ( 国 語 学 ) 41， p .  7 

柴 田 武 「 徳 之 島 方 言 の 音韻J ( 国 語学 ) 41， p. 27 
仲 宗 扱政 善 「 琉 球 方 言 概 説 J W方言学講座� m 4 巻 p. 29 ・ 32

崎 山 理 「琉 球 ・ 多 良 間 島， 水 納 方 言 の 音 羽J W音声 の 研究 � 10， p. 296 

( 注 14) 服 部 四 郎 「琉球語J と 「 国 語J と の 苛 鼠 法 則 『 日 本 誌 の 系 統 JJ p. 306 

服 部 博 士 は 奄 美 方 言 の kï と 宮 古 島 と 石 垣 町 の 方 言 の ki と の ち が い を 甲 ・ 乙 煩 別 と の

関 係 で 説 明 さ れ， [kïi] が 奄 美で は ki， 宮 古 ・ 石 垣 で は 二 重 母 音 の i が 強 め ら れ て ( 音

節 主 音 ) ， つ い に ki と な っ た と 説 明 す る 乙 と が で き る と さ れ た 。 と の 場 合 ï と i の い
ず れ が ど の よ う な 条 件 で 強 め ら れ る か と い う ζ と が 問 題 と な る 。

一方， 沖 縄 諸 方 言 は ， 現 在 中 舌 母 音 の 1 を も っ て い な い が ， か つ て は 奄 美方 言 と 同 類 の

母 音 体 系 か ら 変 化 し た と み ら れ る 。 そ の 根 拠 は 次 の 辺 り で あ る 。

① 奄 美 方 言 の 中 舌 母 音 が 衰 微 し て い き ， そ れ を 失 っ て し ま う と 沖 沌 方 2・ の 母 音 休 系 と

同 類 に な る 。 す な わ ち ， ヨ: 界 iる ・ 沖 永 良 部 品 の 方 言 で と の 変 化 が 顕 著 で あ り ， 与 論 島 方 言

で は 沖 縄 方 言 と ほ ぼ 完 全 に 一致 す る 肉 類 の 休 系 に な っ て い る 。

② 母 音 体 系 以 外 の 苛 [抗 体 系 が ít! 美 諸 方 言 と 沖 縄 諸 方 言 と は 同 類 の も の で あ る 。 す な わ

ち ， Jm 気 喉 jjJj 化 音 ( 宮 古 ・ 八 霊 山 方 言 に は な い ) の す が た ， カ 行 子 音 ・ ハ 行 子 音 の 変 化 様

相 等 が ， 先 白 方 言 と は 異 な り ， m 美 ・ 沖 縄 両 方 言 は ほ ぼ 共 通 し て い る 。 と れ る の 変 化 様 相

は 母 音 体 系 の 変 化 IC 応 じ て も た ら さ れ た と み ら れ る か ら ， ζ の 類 似 は 母 音 体 系 の 同 一軌 跡

を 考 え る ζ と に よ っ て 説 明 で き る 。

(注15) 注 8 ， 注 目 !C 同 じ 。
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(注16) I株 . J1! J は 沖 縄 方 言 で は [tfinnukubiJ [ja:nukubiJ ( 奥 武 方言) の よ う に と

も に [kubiJ ( 許 ) と い う 。 [jeriJ [kabeJ は 比 較 的 lζ 新 し い 語形 で あ ろ う 。

(注目) �琉 球 方 言 の 総 合 的 研究 � p. 75 

(・注 18) 加 治 工n 市 「鳩 問 方 言 の 音 部 体 系 に つ い て J ( 琉 球 方 言 ) 3 

(注目) 注 5 1ζ 同 じ 。

( 注20) サ ム エ ノレ ・ H ・ 北 村 「宮 古 方 言 音 郎 論 の 一考 察 J ( 国 語 学 ) 41， p. 94 

崎 山 理 「琉球 ・ 多 良 間 1;:; ， 71< 納 方 言 の tf在日J ( 音 声 の 研 究 ) 10， p. 287 以 下

と れ ら 成 節 的 見 ?? を 音 韻 論 的 lζ 解釈 し ， 北 村 氏 は I'N/， 崎 山 氏 は I'MI と し て お ら れ る 。
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